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菊池伸浩 議員

今
、
学
校
建
設
、

病
院
建
設
な
ど
多

く
の
公
共
事
業
を
具
体
化

し
て
い
ま
す
。
私
が
心
配

な
の
は
、
県
道
上
曽
ト
ン

ネ
ル
建
設
に
ま
で
合
併
特

例
債
を
使
う
こ
と
で
す
。

市
の
財
政
が
耐
え
ら
れ
る

か
で
す
。

　

県
の
統
計
デ
ー
タ
で

は
、
市
の
人
口
は
44
市
町

村
中
28
位
で
す
。
多
く
の

指
標
は
30
位
前
後
が
平
均

的
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
財

政
力
は
37
位
、
１
人
当
た

り
の
市
民
税
は
39
位
、
固

定
資
産
税
は
37
位
と
低
い

の
で
す
。
財
政
力
指
数
は

36
位
。
財
政
課
は
、
市
の

財
政
力
を
ど
の
よ
う
に
見

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

見
解
を
伺
い
ま
す
。

総
務
部
長　

財
政

力
指
数
は
、
１
・

０
を
上
回
れ
ば
、
地
方
交

付
税
不
交
付
団
体
で
す
。

県
の
平
均
は
０
・
７
で
す
。

桜
川
市
は
０
・
49
で
す
。

歳
入
全
体
の
地
方
交
付
税

の
割
合
は
32
・
６
％
と
一

番
で
、
二
番
が
市
税
の

26
・
７
％
で
す
。
市
の
財

政
状
況
は
楽
観
視
で
き
る

状
況
に
あ
る
と
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。
財
政
力
指
数

を
上
げ
る
た
め
に
は
、
自

主
財
源
の
代
表
で
あ
る
市

税
の
確
保
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
人
口
流
失
が

進
む
中
、
雇
用
と
法
人
市

民
税
の
確
保
が
重
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

市の財政状況に
ついて

市村　香 議員

新
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
公
約
し
て
、

市
長
誕
生
か
ら
３
年
８
ヵ

月
、
今
ま
で
の
実
績
と
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。

市
長　

市
長
と
し

て
市
政
に
携
わ

り
、
政
策
の
６
つ
の
基
本

を
柱
に
市
民
の
皆
様
と
議

員
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
誠
心
誠
意
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
一

番
大
き
な
問
題
の
、「
命
と

健
康
を
守
る
」
で
は
、
筑

西
市
に
県
西
部
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
。
桜
川
市
に

さ
く
ら
が
わ
地
域
医
療
セ

ン
タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
建
設

中
で
す
。「
産
業
を
元
気
に

大
塚
市
長
の
こ
れ
か
ら

の
施
政
方
針
に
つ
い
て

す
る
」
で
は
桜
川
筑
西
イ

ン
タ
ー
周
辺
の
企
業
誘
致
、

商
業
施
設
計
画
は
民
間
活

力
で
進
め
て
い
ま
す
。
台

山
高
森
工
業
団
地
に
黒
沢

建
設
㈱
を
誘
致
し
、
免
震
、

耐
震
技
術
で
日
本
一
の
企

業
が
、
本
格
稼
働
に
よ
り

雇
用
の
確
保
と
税
収
ア
ッ

プ
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
「
観
光
の
活
性
化
」で
は
、

真
壁
地
区
の
街
並
み
、
ひ

な
祭
り
の
集
客
率
の
向
上
、

総
合
戦
略
部
に
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
課
を
新
設
し
日
本
一
の

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
里
を
目
指

し
ま
す
。「
農
業
振
興
」
で

は
、
真
壁
高
校
と
全
国
で

も
珍
し
い
官
学
連
携
協
定

を
結
び
農
業
を
盛
り
上
げ
、

イ
ノ
シ
シ
対
策
室
を
設
置

し
被
害
防
止
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
「
教
育
の
充
実
」
で
は
保

育
園
と
幼
稚
園
の
統
廃
合

で
、
認
定
こ
ど
も
園
を
開

設
。
小
中
一
貫
教
育
を
導

入
し
桃
山
学
園
が
開
園
し

ま
す
が
、
今
後
も
関
係
者

と
十
分
協
議
し
適
正
配
置

整
備
を
進
め
、
国
際
交
流

で
英
語
教
育
に
も
力
を
入

れ
ま
す
。「
行
財
政
の
充
実
」

で
は
、
行
財
政
改
革
を
実

施
し
組
織
を
挙
げ
て
取
り

組
み
、
下
水
道
処
理
費
用

を
精
査
し
て
１
億
６
０
０

０
万
円
の
支
出
を
削
減
し
、

そ
の
財
源
を
す
べ
て
の
行

政
区
を
訪
問
し
生
活
道
路

な
ど
密
接
な
問
題
に
対
応

し
て
き
ま
し
た
。

第
2
次
総
合
計
画

の
確
実
な
実
行
の

た
め
に
は
、
市
長
の
さ
ら

な
る
市
民
の
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
マ
ン
と
し
て
営
業
を

続
け
る
の
か
、
10
月
の
改

選
に
当
た
り
立
候
補
す
る

の
か
伺
い
ま
す
。

市
長　

再
度
立
候

補
し
市
民
の
負
託

を
受
け
、
名
刺
を
持
っ
て

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と

し
て
営
業
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
区
長
の
任
命
に
つ
い
て

７人の議員が一般質問を行いました

その他
平成28年度桜川市一般会計繰越明許費繰越計算書 報告
平成28年度桜川市一般会計継続費繰越計算書 報告
平成28年度桜川市公共下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書 報告
条例の改正・廃止
桜川市議会議員及び長の選挙における選挙運動用自動車の使用及び選挙運動用ポスターの作成の公費負担に
関する条例の一部を改正する条例 可決

桜川市いこいの家設置及び管理等に関する条例を廃止する条例 可決
新市建設計画の変更 可決
桜川市道路線の廃止 可決
桜川市道路線の認定 可決
平成29年度補正予算
桜川市一般会計補正予算（第１号） 可決
桜川市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決
桜川市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 可決
桜川市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 可決
桜川市介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決
桜川市水道事業会計補正予算（第１号） 可決
桜川市一般会計補正予算（第２号） 可決
平成29年度予算
桜川市病院事業会計予算 可決
請願
農業者戸別所得補償制度の復活を求める請願 不採択
若い人も高齢者も安心できる年金制度を求める請願 継続審査

第２回定例会（６月13日〜６月16日）審議された議案と結果

専決処分
桜川市税条例の一部を改正する条例 承認
桜川市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 承認
桜川市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担額徴収に関する条例の一部を改正する条例 承認
桜川市立幼稚園利用者負担額徴収条例の一部を改正する条例 承認
桜川市特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 承認
平成28年度桜川市一般会計補正予算（第６号） 承認
その他
平成29・30年度継続事業　さくらがわ地域医療センター新築工事請負契約について 可決

第１回臨時会（５月22日）

全国市議会議長会・県市議会議長会・
県西市議会議長会から表彰状・感謝状
が贈られました。

表 彰表 彰  ・・  感感  謝謝  状状

全国・茨城県市議会議長会表彰

　高田　重雄

茨城県県西市議会議長会感謝状

　潮田新正・飯島重男

　市議会では、市民の皆
さんの生活に直結した
重要な問題が審議され
ています。

　市政を身近に知るためにも、
ぜひ議会を傍聴してみませんか。
　本会議の開催日など、詳しくは議
会事務局へお問い合わせください。

お問い合わせ：
桜川市役所 岩瀬庁舎      
議会事務局
 TEL 0296-75-3111

て

傍聴に
お越し
ください

（内線 2510）

歳入全体に占める法人市民税の割合
つくば市 5.11％
筑西市 6.82％
石岡市 2.16％
結城市 3.69％
笠間市 1.98％
下妻市 3.12％
桜川市 1.18％

法人市民税の総額
つくば市  39億円
筑西市 29.6億円
石岡市 　７億円
結城市  6.8億円
笠間市 　６億円
下妻市  5.8億円
桜川市  2.2億円


